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江東区地域福祉計画（素案）の具体的な箇所（何章
何番について等）へのご意見をお聞かせください。
 意見募集締切：1／4（火）必着

氏名

住所

年齢 ₂₀代以下　₃₀代　₄₀代　₅₀代　₆₀代　₇₀代以上
※ いただいた個人情報は、本パブリックコメント以外

の目的には使用しません。

第
1
章
　計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

﹇
計
画
策
定
の
趣
旨
﹈

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化

が
進
み
、
8
0
5
0
問
題
や
ダ
ブ
ル

ケ
ア
な
ど
と
い
っ
た
複
雑
で
解
決
が

難
し
い
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、

人
々
が
と
も
に
支
え
あ
い
、
生
き
が

い
を
持
ち
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会

（
地
域
共
生
社
会
）
の
実
現
に
向
け
、

江
東
区
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

﹇
計
画
の
位
置
づ
け
﹈

　
江
東
区
長
期
計
画
の
も
と
、
福
祉

の
分
野
別
計
画
の
上
位
計
画
と
し
て

策
定
し
ま
す
。

﹇
計
画
の
期
間
﹈

　
令
和
₄
〜
₇
年
度
の
₄
年
間
と
し

ま
す
。

﹇
基
本
理
念
と
基
本
方
針
﹈

（
基
本
理
念
）

　
区
の
地
域
福
祉
の
あ
る
べ
き
姿
・

将
来
像
を
次
の
よ
う
に
掲
げ
ま
す
。

「
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
が
守
ら
れ
、

地
域
で
と
も
に
支
え
あ
い
、
誰
も
が

笑
顔
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

（
基
本
方
針
）

　
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
進
め

る
各
施
策
の
方
針
は
次
の
₃
点
で
す
。

Ⅰ
　
₃
つ
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る

Ⅱ
　
誰
も
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を

つ
く
る

Ⅲ
　
地
域
福
祉
の
基
盤
を
つ
く
る

第
2
章
　計
画
の
背
景

　
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
動
向
と
し

て
、
社
会
福
祉
法
の
改
正
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
視
点
、
区
の
人
口
や
高
齢
者
・

障
害
者
数
、
児
童
虐
待
相
談
対
応
件

数
、
生
活
保
護
受
給
者
数
等
の
基
本

デ
ー
タ
を
記
載
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
に
関
す
る
区
民

や
関
係
団
体
等
の
意
識
調
査
の
結
果

を
記
載
し
ま
す
。

第
3
章

　施
策
の
推
進

﹇
施
策
の
体
系
﹈表
₁
の
と
お
り

﹇
包
括
的
な
支
援
体
制
﹈

　
地
域
の
支
え
あ
い
に
よ
る
支
援
と

公
的
な
支
援
が
重
層
的
に
機
能
す
る
、

包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い

て
記
載
し
ま
す
。

﹇
施
策
と
取
り
組
み
﹈

基
本
方
針
Ⅰ

施
策
1
　
地
域
の
つ
な
が
り
を
つ
く

る　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が

進
む
中
、
気
軽
に
集
え
る
場
の
設
置

や
関
係
団
体
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
等
に
よ
り
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
つ
く
り
ま
す
。

施
策
2
　
行
政
の
つ
な
が
り
を
つ
く

る　
制
度
の
は
ざ
ま
の
問
題
や
複
数
の

分
野
に
ま
た
が
る
問
題
な
ど
、
複
雑

・
多
様
化
す
る
区
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
行
政
内
部
の
連
携
強
化

を
図
り
ま
す
。

施
策
3
　
地
域
と
行
政
の
つ
な
が
り

を
つ
く
る

　
地
域
の
支
え
あ
い
に
よ
る
支
援
と

行
政
に
よ
る
公
的
支
援
が
重
層
的
に

機
能
す
る
、
包
括
的
な
支
援
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
地
域
と
行
政
の
連

携
・
協
働
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
方
針
Ⅱ

施
策
4
　
人
に
優
し
い
ま
ち
を
つ
く

る　
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
安
全
で
安

心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
ま
す
。

施
策
5
　
一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
を
守

る　
誰
も
が
人
権
が
守
ら
れ
、
自
立
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
に
向
け
て
、
一
人

ひ
と
り
の
暮
ら
し
を
支
え
る
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

施
策
6
　
災
害
時
の
福
祉
を
向
上
さ

せ
る

　
災
害
発
生
時
に
安
全
に
安
心
し
て

避
難
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、

災
害
へ
の
備
え
や
災
害
時
の
支
援
の

あ
り
方
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

施
策
7
　
誰
も
が
社
会
参
加
で
き
る

仕
組
み
を
つ
く
る

　
誰
も
が
社
会
に
参
加
し
や
す
い
環

境
の
整
備
に
向
け
て
、
一
人
ひ
と
り

の
能
力
発
揮
へ
の
支
援
や
地
域
に
関

わ
り
や
す
く
す
る
仕
組
み
の
構
築
を

し
ま
す
。

基
本
方
針
Ⅲ

施
策
8
　
情
報
の
適
切
な
活
用
を
図

る　
誰
も
が
等
し
く
、
必
要
な
情
報
を

簡
単
に
入
手
で
き
る
よ
う
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
広
が
り
を
福
祉
分
野
に
活

用
す
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

施
策
9
　
福
祉
の
質
を
向
上
さ
せ
る

　
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
に

向
け
て
、
福
祉
人
材
の
育
成
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
支
援
、
伴
走

型
支
援
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
（
訪
問

型
）
支
援
等
の
充
実
に
取
り
組
み
ま

す
。

施
策
10
　
啓
発
活
動
を
推
進
す
る

　
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
多
様
性

や
共
生
社
会
に
対
す
る
理
解
促
進
を

図
り
ま
す
。

令
和
3
年
6
月
の
調
査
結
果

　
₆
月
に
実
施
し
た
、
福
祉
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
募
集
で

は
、
表
₂
の
と
お
り
、
課
題
ご
と
に

意
見
を
募
集
し
、
合
わ
せ
て
約
1
0

0
件
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
区
の
内

部
で
共
有
し
、
今
後
の
取
り
組
み
の

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
意
見
の
詳
細
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▲ 区ホームページ
（調査結果詳細）

施策の体系（表1）
施策 取り組み方針

基
本
方
針
Ⅰ

1　地域のつながりをつくる
1-1　気軽に集える場の創設
1-2　地域ネットワークの構築
1-3　身近な相談支援体制の充実

2　行政のつながりをつくる
2-1　行政内部の連携強化
2-2　組織横断的な相談支援体制の構築

3　 地域と行政のつながりを 
つくる

3-1　 区民や地域活動団体等との連携・協
働の推進

基
本
方
針
Ⅱ

4　人に優しいまちをつくる 4-1　まちのバリアフリー化の推進

5　一人ひとりの尊厳を守る
5-1　意思決定支援の推進
5-2　あらゆる暴力の防止
5-3　自立支援の促進

6　災害時の福祉を向上させる 6-1　災害時要配慮者対策の推進
7　 誰もが社会参加できる 

仕組みをつくる 7-1　誰もが活躍できる場づくり

基
本
方
針
Ⅲ

8　情報の適切な活用を図る
8-1　わかりやすい情報の発信
8-2　関係者間での情報の共有
8-3　福祉分野におけるICT等の活用

9　福祉の質を向上させる
9-1　福祉人材の確保・育成
9-2　サービスの質の向上
9-3　積極的な支援の実施

10　啓発活動を推進する 10-1　共生社会への意識向上

地域福祉の課題と課題解決に向けた取り組み方針（表2）
課題 取り組み方針 意見数

課題1　身近に集える場 気軽に集える場の創設 10
課題2　 地域コミュニティの希薄化、既存の地縁団体の

担い手不足・高齢化 地域ネットワークの構築 12

課題3　身近に相談できる相手や場 身近な相談支援体制の充実 6
課題4　関係部署間の連携 行政内部の連携強化 5
課題5　複合的な課題や制度の狭間の問題への対応 組織横断的な相談支援体制の構築 3

課題6　区と地域活動団体等との連携 区民や地域活動団体等との連携・
協働の推進 3

課題7　施設等のバリアフリー化 まちのバリアフリー化の推進 7
課題8　成年後見制度の普及や支援 意思決定支援の推進 4
課題9　虐待やDV等への取組 あらゆる暴力の防止 5
課題10　自立を支援する取組 自立支援の促進 3
課題11　災害時の避難支援体制 災害時要配慮者対策の推進 10
課題12　 年齢や障害に関わらず社会に参加するための

支援 誰もが活躍できる場づくり 1

課題13　誰にでもわかりやすい情報発信の工夫 わかりやすい情報の発信 8
課題14　関係者間の情報の共有 関係者間での情報の共有 4
課題15　ICT等の活用 福祉分野におけるICT等の活用 4
課題16　ボランティア等の福祉人材の確保・育成の取組 福祉人材の確保・育成 8
課題17　福祉事業者のサービス向上を支援する取組 サービスの質の向上 7
課題18　早期に発見し支援する取組 積極的な支援の実施 3
課題19　人権・多様性・助けあいに対する理解 共生社会への意識向上 8


